
一 般 質 問

平成 30年第 3回定例会（9月 11日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．猿対策として家庭菜園に檻を設置するための資材 町長
村山 一彦 購入費に補助金をだしていただきたい 農村振興課長

２．災害対策について 町長
総務課長

（１）ハザードマップの見直し内容について。

（２）避難所認定場所の増加計画は。

（３）町職員の和束在住者の比率は。

（４）外国人に対応するため語学力（特に英語）に秀でて
いる職員は。

１．迫るクリーンセンター稼働期限への対応は 町長
岡本 正意

（１）来年 4月以降の方向性は決定したのか。

（２）地元区等への説明の状況は。また住民全体への説明
周知の予定は。

（３）民間委託の場合の経費の試算は。また収集日や分別
方法等の変更はないのか。

２．定住促進へ住宅の整備、確保を 町長
地域力推進課長

（１）空き家バンク運用の状況、今後の利活用の見通しは。

（２）「お試し住宅」の他地域での整備は。

（３）若い世代、ファミリー向けの町独自の住宅整備方針
を持ち検討を。

３．シルバー人材センターの創設を 町長

（１）現在の検討状況は。来年度からの運用開始を。

４．保育無償化への対応は 町長
福祉課長

（１）国は来年度から保育の無償化を実施するとしている
が、町の対応、準備は。

（２）国は、3 才児以降を対象としているようだが、町独
自でも 0～ 2才児も対象にすべきと考えるが。

（３）保育料以外の保護者負担分も無償化を



１．「人生 100 年時代」を見据えて定年後の人生を健康 町長
竹内きみ代 で豊かに過ごすために、行政が取り組むべきことについ 福祉課長

て 税住民課長
総務課長

（１）いきいき元気塾、すこやかファイト教室、シニアラ
イフサポート学級事業の成果と今後の課題について問
う。

（２）がん検診・特定検診の実態と今後の課題について。

（３）健康寿命の延伸目標値と今後の方策は。

（４）高齢者保健福祉計画に就労機会の確保とあるが計画
は。

（５）フレイルチェック、歯科検診、口腔ケア検診ができ
ないか。

（６）受動喫煙防止対策、公共施設での対策は進んでいる
のか。

（７）肺炎球菌予防接種の制度改正を見込んだ救済措置を。

１．和束町人口ビジョン（人口減少が続いている現状 町長
岡田 泰正 を見定めた分析と施策は） 地方創生担当課長

（１）将来展望人口の減少を緩やかにする抜本的な対策が
乏しい。

（２）政策誘導による人口増加の実績と見通しについて。

（３）平成 32 年には約 300 人の 2 地域居住になる。第 2
定住人口の現状、見通しは。

（４）人口増加を達成するのに「自然増」か「社会増」か、
このいずれに軸足を置いた政策を取るのか。

（５）今後も積極的な行政サービスを提供し人口の拡大を
目指す拡大社会を目指すのか、それとも人口減少の事
実を受け入れ減少しても元気な町を目指す縮小社会を
目指すのか答えを問う。

２．移住・定住について 町長
地域力推進課長

（１）交流人口を増やし定住につなげたい方針だが具体的 福祉課長
に獲得対象層は、どこにターゲットを絞っているのか
問う。

（２）働く場の創出（企業誘致）住まいの確保（住宅＋空
き家）の確保、対策がもの足りないが今後の展開は。

（３）高齢者の雇用確保に向けて積極的な政策展開を。（働
きたい高齢者の希望を取り組む施策が求められる。見
解を問う。）

（４）高齢者人口は何人（男女）か。今後の推移は。（介
護を受けている方、要介護の方の総数は。）


